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語
文

　第
百
六
・
百
七
輯

平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）
年
二
月
二
十
五
日

　印
刷

平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）
年
二
月
二
十
八
日

　発
行

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

代
表
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原
隆
俊

　

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
│
四
│
二
四
六
四
一

電
話

　〇
六
│
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

印

　刷

　亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

編
集
・

発
行
者

〒
560─
8532

編
　集
　後
　記

　今
号
の
「
語
文
」
は
、
出
原
隆
俊
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
し
て
、
近
代
文

学
特
集
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
透
谷
・
鷗
外
・
一
葉
・
漱
石
と
い
っ
た
作

家
を
中
心
に
、
日
本
近
現
代
文
学
を
幅
広
く
論
じ
、
講
じ
ら
れ
た
先
生
に
ふ

さ
わ
し
く
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
昭
和
の
戦
後
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
い
論

考
を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
存
じ
ま
す
。
出
原
先
生
に
ご
指
導
を
受
け

た
学
生
・
院
生
を
代
表
し
て
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
御
学
恩
へ
の
深
い
感

謝
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ま
た
、
三
月
に
刊
行
さ
れ
る
「
阪
大
近
代
文
学
研
究
」
第
一
四
・
一
五
合

併
号
に
も
、
出
原
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
し
て
、
教
え
を
受
け
た
者
た
ち
が

多
く
の
論
考
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

　研
究
室
と
し
て
は
こ
の
間
、
矢
田
勉
先
生
と
、
合
山
林
太
郎
先
生
が
異
動

さ
れ
ま
し
た
。
大
変
淋
し
く
残
念
で
す
が
、
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
の
縁

が
全
国
に
拡
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
は
、
プ
ラ
ス
の
面
も
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

両
先
生
の
ご
研
究
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　ま
た
、
勢
田
道
生
先
生
と
、
山
本
嘉
孝
先
生
が
新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
と
も
早
速
、
研
究
室
に
清
新
な
風
を
も
た
ら
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。　人

は
交
代
し
、
学
問
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
し

い
も
の
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
も
の
は
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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